
 
 

▽
台
風
15
号
19
号
の
災
害
で
亡
く
な
ら
れ

た
方
、
そ
し
て
被
災
さ
れ
た
方
々
に
心
よ
り
お

見
舞
い
と
哀
悼
を
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
未

だ
不
明
者
の
捜
索
作
業
を
さ
れ
て
い
る
方
々
、

そ
れ
を
支
え
て
い
る
方
々
に
対
し
て
も
労
を

ね
ぎ
ら
い
た
い
と
思
う
。
一
刻
も
早
く
不
明
者

の
方
々
の
所
在
が
判
る
事
を
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。
▽
近
頃
の
日
本
列
島
は
自
然
災
害
に

対
し
て
脆
さ
を
露
見
し
て
い
る
状
況
で
す
。
或

い
は
、
自
然
災
害
が
過
去
に
も
例
の
な
い
も
の

に
巨
大
化
し
て
い
る
の
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も

私
た
ち
は
、
あ
の
3.

11
か
ら
テ
レ
ビ
の
映
像

を
通
し
て
信
じ
が
た
い
自
然
現
象
を
見
て
い

ま
す
。
自
然
現
象
ば
か
り
で
な
い
『
い
じ
め
』

『
暴
力
』
弱
者
を
徹
底
的
に
い
た
ぶ
る
。
こ
れ

も
信
じ
ら
れ
な
い
状
態
で
す
。
こ
こ
ら
辺
で
と

い
っ
た
加
減
を
見
い
だ
せ
な
い
気
が
す
る
。 

▽
地
球
環
境
も
悪
い
方
向
に
進
み
子
供
が
国

連
で
環
境
に
対
し
て
の
警
告
を
訴
え
て
い
た
。

最
も
な
事
だ
と
思
え
る
が
、
同
時
に
災
害
に
対

し
て
の
イ
ン
フ
ラ
の
加
減
も
強
固
な
も
の
に

し
て
行
か
な
く
て
は
成
ら
な
い
も
の
と
感
じ

る
。
特
に
、
我
々
は
環
境
に
配
慮
し
た
作
業
を

積
極
的
に
進
め
る
時
で
あ
る
と
供
に
そ
の
先

頭
を
走
る
必
要
性
も
こ
の
度
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

で
感
じ
て
帰
っ
て
き
た
。 

    

 

 (一社)
日
本
砕
石
協
会
本
部 

 
 ①

第
46
回
２
０
１
９
年
度
砕
石
フ
ォ
ー
ラ
ム 

札
幌
に
つ
い
て
の
内
容
等 

 

北
海
道
札
幌
に
て
10
月
16
・
17
・
18
日
開
催 

 

会
場…

北
海
道
立
道
民
活
動
セ
ン
タ
ー 

 
 

 
 

 
 

か
で
る
2.7 

大
ホ
ー
ル 

 

函
館
支
部
か
ら
は
、
11
人
。
全
道
81
名
参
加 

             

②
理
事
会
報
告 

こ
の
度
、
9
月
17
日
に
開
催
さ
れ
た
中
で
採
石

業
務
管
理
者
手
帳
の
頒
布
に
つ
い
て
、
業
務

管
理
者
の
適
格
性
の
維
持
・
向
上
、
更
に
は
能

力
開
発
を
継
続
す
る
た
め
に
、
労
働
安
全
衛

生
教
育
及
び
最
新
技
術
・
技
能
教
育
を
含
む

資
格
講
習
を
継
続
的
に
実
施
し
、
講
習
の
終

了
基
準
を
満
た
し
た
者
に
受
講
終
了
の
印
を

与
え
、
採
石
法
施
行
業
務
を
担
当
す
る
行
政

当
局
な
ど
か
ら
も
認
め
ら
れ
る
採
石
業
務
管

理
者C

P
D

制
度(

採
石
業
務
管
理
者
手
帳
制

度)

を
開
始
す
る
事
に
成
り
ま
し
た
。
頒
布
は

当
協
会
の
各
地
方
本
部
及
び
各
支
部
で
有
料

で
頒
布
実
施
中
で
す
。
函
館
支
部
に
於
い
て

も
検
討
致
し
ま
す
。 

②
事
故
報
告 

 

★
コ
ン
ベ
ヤ
ー
巻
き
込
ま
れ
事
故
報
告 

九
月
十
七
日
発
生 

静
岡
県 

浜
松
市 

ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ヤ
ー
の
テ
ー
ル
ロ
ー
ラ
ー
に
撒
か
れ
て 

59
歳
男
性
が
罹
災 

 

★
重
機
と
の
接
触
事
故 

十
月
四
日
発
生 

長
崎
県
諫
早
市 

67
歳
男
性
が
通
路
移
動
中
の
タ
イ
ヤ
シ
ョ
ベ
ル
に
巻

き
込
ま
れ
罹
災 

 

★
そ
の
他 

〇
8
月
26
日
長
崎
県
内
・
抗
外
・
墜
落
事
故 

 

場
内
施
設
解
体
作
業
中
に
墜
落
58
歳 

全
治
二
か
月
の
入
院
見
込
み 

〇
9
月
18
日
関
東
管
内(

石
灰
岩)

発
破
飛
石 

 

罹
災
者
な
し 

〇
10
月
7
日
九
州
管
内(

金
・
銀)

火
災 

 

罹
災
者
な
し 

※ 

十
分
に
注
意
い
た
し
ま
し
ょ
う
。 

 

 (一社)
日
砕
協
北
海
道
地
方
本
部
・ 

 
 

 
 

北
海
道
砕
石
協
同
組
合
連
合
会 

 

①
令
和
元
年
度
採
石
業
務
管
理
者
試
験 

 

10
月
11
日
午
前
10
時
か
ら
実
施 

 
 ②

国
旗
掲
揚
の
依
頼 

 
十
月
二
十
二
日
令
和
天
皇
の
即
位
礼
正
殿
の

儀
が
行
わ
れ
る
に
辺
り
祝
意
を
表
す
意
味
で 

 

国
旗
の
掲
揚
の
依
頼
が
在
り
ま
し
た
。 

 

こ
れ
は
、
国
民
と
し
て
の
け
じ
め
で
す
。
祝
う 

時
は
し
っ
か
り
祝
い
、
新
し
い
令
和
の
時
代
に 

 
 

夢
と
希
望
を
抱
き
、
平
和
な
時
代
に
成
る
事

を
心
よ
り
祝
い
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

道
南
地
区
砕
石
協
同
組
合
・協
会
動
向 

 

① 

産
業
火
薬
講
習
会
の
実
施 

１０
月
３
日(

木)

10
時
30
分
～
15
時
30
分
迄 

渡
島
総
合
振
興
局
３
階
講
堂
に
て
実
施 

 

② 

親
睦
会
の
開
催 

10
月
3
日(

木) 

十
八
時
よ
り 

割
烹 

あ
べ 

会
費
制
で
実
施
し
ま
し
た
。 

 

③
台
風
19
号
へ
の
警
戒
と
対
応
に
つ
い
て
経
済

産
業
省
か
ら
砕
石
協
会
に
対
し
て
被
害
情
報
の

迅
速
な
報
告
の
依
頼
が
あ
り
連
絡
手
順
に
つ
い

て
事
務
連
絡
を
各
社
に
致
し
ま
し
た
。
今
後
も 

災
害
発
生
予
想
時
に
は
こ
の
連
絡
体
制
で
経
済

産
業
省(

素
材
産
業
課)

に
対
し
て
報
告
し
ま
す
。 

 

④
第
46
回
全
国
砕
石
技
術
大
会
に
ご
参
加
の

皆
様
大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。
道
路
を
走
っ
て

お
金
ふ
ん
だ
く
ら
れ
た
人
。
お
か
ま
掘
ら
れ 

た
人
。
血
の
出
る
よ
う
な
思
い
で
た
ど
り
着
き

ま
し
た
。
函
館
支
部
は
、
各
社
一
名
の
講
演
会

費
、
懇
親
会
・
旅
費
を
負
担
い
た
し
ま
し
た
。 

お
陰
で
意
義
の
あ
る
研
修
が
出
来
た
も
の
と 

思
い
ま
す
。
資
料
を
希
望
の
方
は
、
コ
ピ
ー
に 

成
り
ま
す
が
事
務
局
ま
で
連
絡
頂
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 


